
地方公共団体の防災施策に生かすため、地震・津波の切迫性が高い地域や調査が不十分な地域における重点的な地震防災研究を実施

○南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト
239百万円（281百万円）

南海トラフで発生する巨大地震・津波による被害の軽減を
図るため、巨大津波発生メカニズムの解明や、長期評価を

実施するためのデータ取得、広域の被害予測シミュレーショ
ンを行い、防災・減災対策や復旧復興計画の検討を行う。

（具体的取組）
・大津波の発生要因となるトラフ軸沿いの調査観測
・長期評価を実施するための南西諸島周辺海域のデータ取得
・地震・津波発生メカニズムの解明
・地震動・津波発生・被害予測シミュレーション
・被害予測に基づく地域の防災・減災対策、復旧復興計画の
検討

▲津波石調査▲津波・地震動シミュレーション研究

▲海溝型巨大地震と内陸地震の関係
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委託先機関：大学、国立研究開発法人
事業期間：2013年度～2020年度
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【これまでの成果】

地震・津波シミュレーションのために不足しているデータの収集
将来発生する地震や津波の精緻な予測
観測・調査やシミュレーションでの成果を自治体や住民に共有
し、防災対策に活用

地域でのシンポジウム・
産官連携のワークショップ

愛知県の地震対策
アクションプラン

内閣府「南海巨大地震による
長周期地震動に関する報告」

南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト・
日本海地震津波調査プロジェクト

2019年度予算額（案） ： 549百万円
（前年度予算額 ： 646百万円）

背景・課題
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○日本海地震・津波調査プロジェクト
311百万円（366百万円）

日本海側では観測データ等が不足し、自治体の地震の想定や
防災対策の検討が困難な状況にあることから、自治体の要望等
も踏まえ、日本海側の地震・津波像の解明等を行う。

（具体的取組）
・海底地殻構造の調査観測
・地震・津波の発生メカニズムの解明
・地震・津波発生シミュレーション
・地域の防災・減災対策の検討 等

海陸統合探査によって得られた➤
新潟地域の震源断層モデル
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